
　非常持出品を準備するなど避難の準備を整えてください。
次に該当する人は、避難を開始してください。
○高齢者や乳幼児・体の不自由な人・避難に時間のかかる人
　とその避難を支援する人
○川沿いにお住まいの人・避難が困難な場所にお住まいの人

避難に時間を要する人に避難を始
めてもらうときに発表する情報

災害発生の危険が非常に高く、すぐに
避難してもらうときに発表する情報

　一刻も早い避難が必要です。関係機関の指示に従って、た
だちに避難してください。避難所への避難が困難な場合は、
丈夫な建物の２階以上（斜面と反対側）に避難するなど、生
命の危険をさける行動をしてください。

災害発生のおそれがあり、皆さんに避難を
始めてもらうときに発表する情報

　準備した非常持出品を持ち、指定された避難所や安全な場
所へ速やかに避難を始めてください。避難の際はがけ崩れや
浸水箇所に注意してください。

避難情報の種類

避難準備・高齢者等避難開始

避難指示（緊急）

１

２

３

避難勧告
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早

避
難

め
備
え
と

へ
の

の

害
災

　これから梅雨や台風の襲来等により、土砂
崩れや河川のはん濫など災害が発生しやすい
時期を迎えます。災害はいつ発生するかわか
りません。日ごろから十分な備えをしておき
ましょう。
　災害から身を守るために大切なことは、早
めに避難することです。日ごろから避難場
所や避難経路を確認し、テレビやラジオ、
インターネット等の気象情報に注意する習
慣をつけ、危険を感じたり避難指示等があ
ったときのために、貴重品や非常持出品を
持って安全な場所へ避難できるよう備えて
おきましょう。
　また、避難するときは単独行動をなる
べく避け、近隣の人と協力しながら安全
な場所に避難しましょう。
　『防災ハンドブック』は問い合わせ先
にあります。

問い合わせ先
総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

４
月
に
配
布
し
た
『
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を

　
　
　

再
度
確
認
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

特  集

緊
急
の
度
合
い

高
い
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地区名 避難所 電話番号 地区名 避難所 電話番号

  大口  大口ふれあいセンター ㉒ 1613

  菱刈

 菱刈ふるさといきがいセンター ㉖ 3000
  大口東  大口東小学校体育館 ㉒ 0263  菱刈人権文化センター ㉖ 4185
  牛尾  大口温泉高熊荘 ㉒ 6200  菱刈ひまわり館 ―

  山野  山野基幹集落センター ㉒ 0407  新川地区集落センター ―
 十曽フレンドハウス ㉒ 0959   田中  田中ふるさと館 ㉖ 5288

  山野西  山野西文化交流館 ㉙ 3355   本城  本城校区集会施設 ㉖ 4639
  布計  布計地区多目的集会施設 ―   湯之尾  湯之尾校区集会施設 ㉖ 4261
  平出水  平出水いなほ館 ㉒ 6653   南永  南永小学校体育館 ㉖ 3980

  羽月
 羽月地区公民館 ㉒ 0355
 伊佐市総合交流拠点施設
 （旧大口南中学校） ㉒ 2125

  羽月北  旧羽月北小学校体育館 ㉒ 3114
  羽月西  羽月西青少年センター ㉘ 2111
  曽木  西太良地区コミュニティセンター ㉕ 1121
  針持  針持青少年センター ㉕ 1140

  市内全域
 大口元気こころ館（福祉避難所） ㉓ 2361
 まごし館（福祉避難所） ㉖ 4120

伊佐市避難所一覧

　一覧以外に各自治会が定めた避難所や近くの学校等も避難場所になります。
　ただし、自治会指定避難所に避難した場合は、自治会長から市役所に人員等の報告をする必要があります。

情報伝達方法
市からの

◎携帯電話の伊佐市災害情報
　メールによる災害情報の配信

◎市ホームページ「緊急のお
　知らせ」（トップページ中央上）

◎ＭＢＣデータ放送 12頁参照
◎広報車（消防車）による伝達
◎有線放送・電話等による伝達

登録方法

①携帯電話から次の URL に接

　続（http://www.isa.kagosima.

　jp/mobile）

　ＱＲコード→

②会員登録を

　クリック

③メールアドレス入力欄へメー

　ルアドレスを入力し、登録ボ

　タンをクリック

④登録後、入力したアドレスに

　「登録完了のメール」が届き、

　登録が完了

風水害
について Ｐ３～

防災マップ
の活用方法
 Ｐ 18 ～持ち出し品

チェックリスト 
Ｐ 15 ～

土砂災害
について Ｐ５～

※福祉避難所とは、避難をした際にお手伝い
　が必要な人が避難する場所です。
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　1901（明治 34）年鹿児島県伊佐郡大口村（現・伊佐市大口）に生まれ、大口
尋常高等小学校、旧制加治木中学校、国学院大学卒業後、旧制指宿中学校、京都
府立第二中学校の国漢教師を勤める中、1929（昭和４）年に『サンデー毎日』の
懸賞小説に「うたかた草紙」が入選、1934（昭和９）年から本格的に文筆活動に入り、1936（昭和 11）年
に「天正女合戦」「武道伝来記」で第３回直木賞を受賞。鹿児島県出身では唯一の直木賞受賞者です。
　海音寺文学は史実を踏まえた歴史小説に定評があり、とりわけ大衆小説を正道に戻し国民文学に高めるこ
とに精魂を傾け、長篇「平将門」「天と地と」「二本の銀杏」や「悪人列伝」「武将列伝」「西郷隆盛」などの
史伝による功績で、1968（昭和 43）年に第 16 回菊池寛賞を受賞。さらに、我が国の文学界の進歩に著し
く貢献したとして、文化功労者、紫綬褒章、芸術院賞という最高の名誉に輝きました。特に、ライフワーク
である史伝「西郷隆盛」は未完ながら海音寺文学の到達点を示すものです。
　1977（昭和 52）年４月大口市（現・伊佐市）名誉市民となりましたが、12 月１日 76 歳で生涯を閉じ
ました。

海
か い お ん じ

音寺　潮
ちょうごろう

五郎  （本名：末冨東作）

　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
は
、
西
郷
隆
盛
が
城
山
で
亡

く
な
り
、
西
南
戦
争
が
終
結
し
て
１
４
０
年
の
節
目
に
当

た
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
西
郷
を
敬
愛
し
、
日
本
や
中
国

の
歴
史
上
の
偉
人
を
生
き
生
き
と
紙
上
に
蘇
ら
せ
た
郷

土
の
文
豪
・
海
音
寺
潮
五
郎
が
没
し
て
40
年
目
で
も
あ

る
。
そ
し
て
西
郷
と
海
音
寺
の
没
年
（
１
８
７
７
年
と

１
９
７
７
年
）
が
期
せ
ず
し
て
百
年
開
い
て
い
る
こ
と
は
、

常
に
10
年
を
一
期
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
際さ

い
か
い会
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
両
人
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
願

っ
て
も
な
い
喜
び
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
来
年
は
、
明
治
維

新
１
５
０
年
。
海
音
寺
が
史
伝
「
西
郷
隆
盛
」
で
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
「
幕
末
・
維
新
史
と
西
郷
隆
盛
」
に
新

海
音
寺
潮
五
郎

没
後
40
年  

―
そ
の
人
間
性
や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家

　

今
年
12
月
に
海
音
寺
潮
五
郎
先
生
の
没
後
40
年
を
迎
え
ま
す
。
海
音
寺
文
学
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
、

偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
日
本
近
代
文
学
の
「
読
む
楽
し
さ
」
を
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
鹿
児
島
純

心
女
子
大
学
の
古
閑
章
教
授
に
海
音
寺
先
生
の
人
間
性
、
文
学
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
６
回
連
載

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授　

古
閑　

章

た
な
光
を
当
て
る
絶
好
の
機
会
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ

な
い
。

　

生
前
の
海
音
寺
が
和
尚
さ
ん
と
愛
称
さ
れ
た
り
、
直
言

の
人
と
尊
称
さ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
も
、
権
力
者
に
す
り
寄
り
、
歯
の
浮
い
た
よ

う
な
お
べ
っ
か
を
弄ろ
う

す
る
イ
エ
ス
マ
ン
は
絶
え
な
い
が
、

海
音
寺
は
、
い
か
な
る
権
威
に
も
屈
せ
ず
、
思
っ
た
こ
と

を
憚

は
ば
か
り
な
く
発
言
し
、
是ぜ

ぜ

ひ

ひ

々
非
々
の
態
度
で
一
貫
し
た
文

学
者
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
し
く
掛
け

値
な
し
の
ぼ
っ
け
も
ん
で
あ
り
、
薩
摩
隼
人
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
気
骨
の
精
神
は
、
昭
和
10

年
代
、
時
代
小
説
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
る
頃
か
ら
顕
著

に
な
っ
て
行
く
が
、
や
が
て
歴
史
・
史
伝
小
説
の
分
野
に

確
固
と
し
た
地ち
ほ歩
を
築
く
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
歴
史

知
識
を
背
景
に
し
た
随
筆
類
に
も
、
凡ぼ
ん
ぞ
く俗
の
書
き
手
に
は

見
ら
れ
ぬ
洞
察
力
が
ひ
ら
め
く
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
回　

海
音
寺
潮
五
郎
の
先
見
性
（
上
）
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こ
の
た
び
「
海
音
寺
潮
五
郎
没
後
40
年
―
そ
の
人
間
性

や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―
」
を
『
広
報
い
さ
』
に
全
６
回

連
載
す
る
に
当
た
り
、
手
始
め
に
、
海
音
寺
そ
の
人
の
生

身
の
人
間
性
が
鮮
や
か
に
垣
間
見
ら
れ
る
エ
ッ
セ
イ
を
取

り
上
げ
、
時
代
を
超
え
て
心
に
響
く
「
海
音
寺
潮
五
郎
の

先
見
性
」
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
９
月
～
11
月
に
か
け
て
『
週

刊
現
代
』
に
連
載
さ
れ
た
時
事
評
論
に
「
海
音
寺
ガ
ミ
ガ

ミ
説
法
」
が
あ
る
。『
海
音
寺
潮
五
郎
全
集
』
第
21
巻
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
第
一
の
注
目
点
は
、
半
世
紀
前
の
東
京
で
起
こ
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
、
現
在
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
話
題
に
の
ぼ
る
多
種
多
様
な
情
報

を
先
取
り
す
る
形
で
問
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
の
東
京
に
噴
出
し
て
い
た
問
題
が
、
そ
の
後
も
相

変
わ
ら
ず
繰
り
返
さ
れ
、
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
素

朴
な
驚
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
不
尽
な
現
実
に
対
す
る

海
音
寺
の
怒
り
は
、
ま
さ
に
「
ガ
ミ
ガ
ミ
説
法
」
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
迫
力
に
充
ち
て
お
り
、
少
し
で
も
日
本
人

の
生
活
を
よ
り
よ
い
方
向
に
前
進
さ
せ
た
い
と
の
前
向
き

な
熱
意
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

１
９
６
４
年
と
言
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
で
あ
る
。
当
時
の
都
民
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

で
戦
後
復
興
か
ら
の
脱
却
を
願
う
一
方
で
、
深
刻
な
水
不

足
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
は
否
定
的
な
意
見
が
少
な
く
な
く
、
海
音
寺
は
む
し

ろ
強
硬
な
反
対
論
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
戦
後
20
年
経

っ
て
も
、
い
ま
だ
に
真
夏
の
渇か

っ
す
い水
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
都
民

の
声
を
無
視
し
た
暴
挙
と
さ
え
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ど
う
や
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
背
景
に
は
、
外

　鹿児島純心女子大学教授。国際文化
研究センター所長。文学博士。専門は、
日本近代文学および鹿児島の近代文学。
単行研究書として、『梶井基次郎研究』

（1994）、『作家論への架橋』（1997）、
『小説の相貌』（2004）、『梶井基次郎
の文学』（2006）、『天璋院篤姫と権領
司キヲ』（2008）、小説集として『子
供の世界』（2011）など。海音寺潮五
郎の人と文学については、生誕 100
年を契機に敬愛の念をもって取り組ん
でいる。

古閑　章（こが　あきら）

▲大口図書館内に海音寺
文庫コーナーと海音寺先
生が生前愛用した書斎が
復元されて展示されて
います。

海音寺先生の作品▶

国
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
が
浮

揚
し
、
金
が
儲も
う

か
る
と
の
政
財
界
の
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い

た
節
も
あ
る
。
海
音
寺
は
そ
う
し
た
政
治
が
ら
み
の
金
の

問
題
を
に
ら
み
な
が
ら
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
か
な
め
で
あ

る
、
江
戸
幕
府
の
上
水
道
政
策
に
言
及
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
江
戸
時
代
の
水
道
管
に
は
、
耐
水
性
の
強
い
檜

ひ
の
き

材
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
下
に
埋
め
て
水
を
流

す
と
ど
う
し
て
も
腐
り
、
毎
年
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
。
あ
る
と
き
幕ば
っ
か
く閣
の
ひ
と
り

が
「
土
管
で
作
っ
た
ら
、
檜
の
よ
う
に
交
換
す
る
必
要
が

な
く
な
る
か
ら
節
約
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
提

言
し
た
。
す
る
と
、
他
の
閣
老
た
ち
も
そ
れ
に
賛
同
し
決

ま
り
か
け
た
の
だ
が
、
秋あ

き
も
と元
但た

じ
ま
の馬
守か

み

喬た
か

知と
も

が
「
江
戸
は
地

震
の
多
い
所
で
ご
ざ
る
。
地
震
の
さ
い
土
管
が
割
れ
た
ら
、

水
の
供
給
が
途
絶
え
ま
す
る
。
地
震
に
は
火
事
が
つ
き
も

の
で
、
水
が
切
れ
る
と
大
変
に
な
り
も
う
す
。
腐
っ
た
ら

檜
を
取
り
替
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
金
が
か
か
っ
て
も
、
結

局
そ
れ
が
民
を
安
ん
じ
る
政
治
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
る
」

と
発
言
し
た
の
で
、
土
管
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
言

う
。
但
馬
守
の
意
見
は
、
目
先
の
利
害
に
捉
わ
れ
な
い
政

治
の
理
想
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
他
の
幕
閣

も
心
を
動
か
し
、
土
管
案
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
事
例
で
海
音
寺
が
訴
え
て
い
る
の
は
、
政
治
は
商

売
と
は
異
な
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。
都
民
の
税
金
を
生

か
す
も
殺
す
も
、
都
民
の
た
め
を
考
え
る
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
の
高
い

識
見
以
外
に
な
い
。
ど
う
か
現
代
の
政
治
家
は
私
心
を
捨

て
て
善
政
を
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
切
な
る
願
い
が
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
但
馬
守
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
チ
リ
紙
と
樋と
い

」
と

い
う
随
筆
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
海
音
寺
が
好

ん
で
い
た
話
材
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
時
代
が

２
６
０
年
も
続
い
た
の
は
、
心
あ
る
為
政
者
が
少
な
く
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
海
音
寺
の
炯け

い

眼が
ん

は
、
昨
今
マ
ス
コ

ミ
を
騒
が
せ
る
政
治
家
の
体
た
ら
く
を
考
え
る
と
、
傾
聴

に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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　市教育委員会では、「ポスト国民文化祭」事業
として、演劇に気軽に触れ、体験する機会を提供
する参加型文化体験事業・演劇ワークショップ「劇
団いさ」を実施しています。
　今年度は、ワークショップの集大成となる発表
公演の上演台本創作にあたり、皆さまからエッセ
イを募集します。
　寄せられたエッセイを原案に演劇作品をつくり、
それをひとつの作品に構成して上演します。
　構成・演出を手掛けるのは、伊佐市を拠点に活
動する演劇集団非常口です。
　皆さまの応募をお待ちしています。

演劇ワークショップ「劇団いさ」第３期生

上演作品『心にのこる “ありがとう”』 原案エッセイ募集

募集要項
ジャンル　エッセイ
テ ー マ　心にのこる “ありがとう”
分　　量　400 字詰め原稿用紙 1 枚以上
　　　　　（400 文字以上）
参加対象　伊佐市民及び現在またはかつて伊佐市
　　　　　に在住・在学・通勤の人、伊佐市にゆ
　　　　　かりがある人、伊佐市を訪れたことが
　　　　　ある人
参 加 料　無料
応募締切　7 月 31 日（月）

必要事項の記載方法
○１枚目は表紙とし、次の必要事項を記載してく
　ださい。①氏名（ふりがな）②性別③年齢④住
　所⑤電話番号⑥メールアドレス（あれば）⑦学
　校名・学年（児童・生徒の場合）⑧伊佐市との
　関わり（市外からの応募の場合）
○２枚目には、1 行目に題「心にのこる “ありが
　とう”」、 2 行目に氏名を記載し、 3 行目からエ
　ッセイの本文を記載してください。
○縦書き・横書きは自由です。
○提出は原稿用紙である必要はありません。

提出方法
　手書きもしくはプリントアウトした原稿を次の
方法で送付してください。
◎持参または郵送の場合
　〒 895—2701
　鹿児島県伊佐市菱刈前目 2106　
　伊佐市役所菱刈庁舎 3 階
　教育委員会文化スポーツ課内 「劇団いさ」担当宛
　※封筒の表に「劇団いさエッセイ在中」と明
　　記してください。
◎データ送付の場合
　文化スポーツ課メールアドレス（k-sport@city.
　isa.lg.jp）に送信してください。
　※表題に「劇団いさエッセイ（送信）」と記載
　　してください。
　※文書データを添付ファイルで提出できます。

「劇団いさ」第２期生
発表公演『お月見トラベラー 2016』より

　　　　　注意事項
 ・応募原稿は返却しません。ご了承ください。
 ・FAX での原稿送付は受付けません。
 ・上演作品でエッセイを使用する場合のみ、その
　旨をご連絡します。使用にあたっての謝金等は
　ありません。
 ・応募原稿は、演劇の上演台本に構成する段階で、
　文章を改変する場合があります。
 ・エッセイの内容は、作者本人のオリジナルエピ
　ソードでお願いします。
 ・応募原稿の内容について、後日取材させていた
　だく場合があります。
 ・上演は、平成 30 年 1 月を予定しています。
※本作品の出演者募集は後日改めて行います。

企画・運営　演劇集団非常口　※市から委託を受けて企画・運営をしています。

提出・問い合わせ先　文化スポーツ課文化係　☎㉖１５７８　　k-sport@city.isa.lg.jp


